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地域 路線名 主な変更内容

太江線
・便数、時刻を変更します。
・朝の便について、古川町市街地の医療機関付近まで乗車することができます。

桃源郷線
・便数、時刻を変更します。
・朝の便について、古川町市街地の医療機関付近まで乗車することができます。
・夕方以降の便について、河合町稲越・大谷地内での降車場所を指定できます。

稲越線
・便数、時刻を変更します。
・朝夕の便について、電話またはWebによる事前予約制を導入します。

月ヶ瀬線

・便数、時刻を変更します。
・朝夕の便について、電話またはWebによる事前予約制を導入します。
・朝の古川中学校行について、古川町市街地の医療機関付近まで乗車することができます。
・終点からの運行について、事前予約制を導入します。

稲越乗合
タクシー ・稲越線沿線に乗合タクシーを新設します。

宮川町 宮川線
・便数、時刻を変更します。
・朝夕の便について、電話またはWebによる事前予約制を導入します。
・朝の古川中学校行について、古川町市街地の医療機関付近まで乗車することができます。

河合町

宮川町

神岡東部線 ・便数、時刻を変更します。

実証実験
神原峠線 ・実証実験期間を、令和３年３月31日まで延長します。

吉田線 ・時刻を変更します。
・午後の便について、吉田地内で折り返します。

神岡猪谷線
・時刻、経路を変更します。
・休日に運行する便を変更します。

古川町

河合町

神岡町

・１台車両を増加し、２台体制で運行します。増加する１台は、河合振興事務所へ配車します。
・運賃を河合・宮川町内一律200円とします。
・土日祝日の運行時間を8:30～16:30とします。

河合宮川乗合
タクシー

※上記表に記載のない路線については、変更はありません

場
版ドイワ

広の報情

お
知
ら
せ
市内を運行するバスの運行内容が変わります

10月１日から市内公共交通の以下路線のダイヤ、ルート、予約方法等を変更する予定です。（９月飛騨市議会での議決により
決定します）変更後の時刻等については、別途町内配布される地域別『公共交通の利用ガイド』をご確認ください。なお、お住
まいの地域以外の時刻表については、市役所または各振興事務所で配布しています。

■変更のポイント
【河合町稲越線沿線に地域内乗合タクシーを導入】
・市民ドライバーが運転するミニバン車両で、利用者の事前の予約または乗客の希望により自宅付近での乗降ができる
　「地域内乗合タクシー」を新たに導入します。
【朝の便の古川町市街地乗り入れ路線の医療機関までの運行の開始】
・ふるかわ循環乗合タクシーの代替として、乗客の希望により古川町市街地の医療機関付近で降車できる運行を開始します。
【各路線】
・路線バス、ＪＲと乗り継ぎしやすい運行ダイヤとし、利便性を向上します。
・今後も市内公共交通を維持、継続するため、利用の少ない便の廃止、区間の削減、予約制の導入により効率化を図ります。

総務課　 0577-73-7461

■各路線の変更内容

場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ https://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト https://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 

QR コード 

15 2020年９月号

８月3１日現在（敬称略）

お
誕
生

お
名
前	

 

住 

所	
	
 

保
護
者

〔
古
川
町
〕

岡
田　
穂ほ
だ
か高　
　
杉
崎	

	

謙
一
郎
・
綾
花

村
山　
夏な
つ
き月　
　
栄
一
丁
目	

	

心
歩
・
絵
美

仲
谷　
奈な

な

か
々
花	

金
森
町　
　
　

	
	

丈
吾
・
し
の
ぶ

櫻
田　
日ひ
よ
り咲	

是
重
一
丁
目	
	

太
一
・
紋
佳

池
田　
楓ふ
う
ま真	

谷	
	

圭
吾
・
茉
美

椙
原　
瑚こ

と斗	

上
気
多	

	

利
昌
・
悦
子

〔
神
岡
町
〕

林
下　
茉ま
ひ
ろ央　
　
殿（
サ
ン
ア
ル
プ
旭
Ａ
）	

	

明
史
・
里
依

大
山　
蒼あ
い
と仁　
　
殿（
サ
ン
ア
ル
プ
旭
Ｇ
）	

	

琴
音

有
馬　
　
樹い
つ
き　
　
館
野
町
（
弥
生
２
）		

透
・
沙
也
加

林
之
下　
稔	

船
津
（
上
今
３
）	

	

弘
和
・
ひ
か
る

お
名
前	

 

住 

所	
	

年
齢

〔
古
川
町
〕

岩
松　
た
だ
子　
　
太
江	
	

（
93
）

　
村　
幸
男　
　
　
是
重
二
丁
目	

	

（
80
）

野
村　
　
枝　
　
　
栄
二
丁
目	

	

（
78
）

藤
森　
益
男　
　
　
袈
裟
丸	

	

（
82
）

藤
木　
健
造　
　
　
増
島
町	

	

（
88
）

花
岡　
正
之
助　
　
弐
之
町	

	

（
80
）

塚
本　
利
男　
　
　
高
野	

	

（
85
）

倉
家　
あ
さ　
　
　
太
江	

	

（
91
）

朝
田　
實　
　
　
　
袈
裟
丸　
　

	
	

（
90
）

山
口　
し
げ　
　
　
上
町	

　

	

（
88
）

寺
林　
雄
三　
　
　
貴
船
町　
　

	
	

（
95
）

堂
前　
利
子　
　
　
上
気
多	

　

	

（
69
）

野
村　
信
二　
　
　
壱
之
町	

	

（
82
）

千
原　
義
夫　
　
　
太
江	

	

（
90
）

國
定　
廣
吉　
　
　
三
之
町	

	

（
87
）

森
本　
榮
俑　
　
　
若
宮
一
丁
目	

	

（
82
）

仲
島　
菅
子　
　
　
栄
一
丁
目	

	

（
83
）

古
田　
　
づ
ゑ　
　
大
野
町	

	

（
97
）

〔
宮
川
町
〕

岡
田　
幸
子　
　
　
三
川
原	

	

（
99
）

〔
神
岡
町
〕

谷
口　
倶
子　
　
　
館
野
町
（
弥
生
４
）	

（
86
）

下
村　
あ
や
子　
　
数
河	

	

（
85
）

渡
邉　
哲
男	

　
殿
（
殿
上
）	

	

（
86
）

吉
澤　
　
美	

　
船
津
（
西
ケ
丘
）		

（
58
）

西　
　
菊
枝　
　
　
館
野
町
（
弥
生
１
）	

（
92
）

下
方　
富
雄	

　

	

緑
ケ
丘
（
緑
ケ
丘
１
）	
（
96
）

奥
田　
久
史	

　
館
野
町
（
弥
生
５
）	
（
80
）

牛
丸　
欣
吾	

　
船
津
（
堀
川
１
）		
（
72
）

嶌
田　
ち
よ	

　
西
（
西
５
）	

	

（
98
）

『
交
通
安
全
俳
句
』　
飛
騨
警
察
署
交
通
安
全
課
長

　
小
さ
な
手
　
見
つ
け
て
止
ま
る
　
い
ち
ょ
う
道

　
　
　
　
　
　
飛
騨
神
岡
高
校
１
年　

阪
下　
瑞
月
さ
ん

【
作
者
の
思
い
】

落
ち
て
い
く
い
ち
ょ
う
の
葉
に
目
を
留
め
る
よ
う
に
、
道
路

を
渡
る
子
ど
も
の
小
さ
な
手
に
も
目
を
留
め
て
、
安
全
に
通

行
し
て
ほ
し
い
で
す
。

お

悔

み

ご

寄

付

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

〔
飛
騨
市
民
病
院
へ
〕

み
ふ
み
会	

（
神
岡
町
）　　
　
　
　
　
　
　
金
三
万
円

匿　
名	

（
神
岡
町
）　　
　
　
　
　
　
　
金
一
万
円

〔
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
（
岐
阜
県
内
）〕

登
田　
豊
治
様
（
古
川
町
）	

金
一
万
円

お
名
前	

 

住 

所

蒔
田　

悟
司　
　
　

神
岡
町
船
津
（
西
里
２
）

大
西　

恵
美　
　
　

神
岡
町
船
津
（
大
門
町
）

三
嶋　

康
平　
　
　

古
川
町
殿
町

佐
藤　

麻
由　
　
　

古
川
町
殿
町

荒
木　

慎
司　
　
　

古
川
町
杉
崎

山
越　

彩
乃　
　
　

古
川
町
壱
之
町

奥
田　

昂
人　
　
　

古
川
町
上
町

二
村　

彩
菜　
　
　

下
呂
市

ご
結
婚

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
ひ
だ
８
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
３
ペ
ー
ジ

「
町
の
話
題
い
ろ
い
ろ
」
広
報
ひ
だ
ま
ち
特
派
員
レ
ポ
ー
ト

『
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
の
記
事
内
容
が
誤
っ
て

お
り
ま
し
た
。『
ご
主
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
も
１
人
で

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
を
続
け
、
お
年
を
と
ら
れ
て
か
ら
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
資
格
ま
で
取
り
に
い
っ
た
頑
張
り
屋
さ
ん
で
す
』

と
あ
る
の
は
、
正
し
く
は
『
ご
主
人
が
体
調
を
崩
さ
れ
て

か
ら
店
を
閉
め
ら
れ
ま
し
た
』
で
し
た
。

　

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


